
 

 
 

支払基金統一事例 

【 画像診断 】 

 

２９３ 時間外緊急院内画像診断加算の算定について 

 

《令和６年９月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

処置・手術の算定がない患者における、緊急に画像診断の必要性を認めた場

合の時間外緊急院内画像診断加算の算定は、原則として認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

時間外緊急院内画像診断加算は、厚生労働省通知※に医師が緊急に画像診断

を行う必要性を認め、当該保険医療機関において、当該保険医療機関の従事者

が当該保険医療機関に具備されている画像診断機器を用いて当該画像撮影及

び診断を実施した場合に限り算定できるとされており、緊急に画像診断を要

する場合とは、直ちに何らかの処置・手術等が必要な患者であって、通常の診

察のみでは的確な診断が下せず、なおかつ通常の画像診断が整う時間まで画

像診断の実施を見合わせることができないような重篤な場合とされている。 

上記通知では、必ずしも当該レセプトに処置、手術が算定されていることが

要件とはされておらず、処置・手術の算定がない場合であっても、病態把握の

ため、医師が緊急に画像診断を行う必要性があると判断した場合においては、

本加算の算定は妥当と考えられる。 

以上のことから、処置・手術の算定がない患者における、緊急に必要性を認

めた場合の時間外緊急院内画像診断加算の算定は、原則として認められると

判断した。 

 

 

（※）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 
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